
01



02



03



04

グループ連結 P/L（前年同期比）

■	 売上高は、前年同期403億円に対し、当期実績は405億円。

■	 経常利益は、前年同期23.9 億円に対し、当期実績は3.8 億円。

■	 親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期14.3 億円に対し、当期実績は0.7 億円。

■	 この結果、1株当たり四半期純利益は2.73 円。

■	 2019 年度上期の単体の売上平均為替レートは＠ 109.68 円 / ドルとなり、2018 年度	
	 上期の＠ 108.73 円 / ドルに対して95銭円安。
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連結経常利益の前年同期比差異要因

■	 売上総利益については、内装品事業・シート事業における不適切な品質事案への対応に	
	 伴い、安全性確認の技術検証等の調査費用、一時的な生産停止への対策として生産拠点	
	 を振り替えた費用、出荷遅延をリカバーするための費用などの追加が発生したことと、	
	 内装品では一時的な出荷遅延の発生により売上高が減少した影響などにより 19.4 億円	
	 減少。

■	 販管費については、保証工事費や販売手数料及び試験研究費の減少などによりプラス5.8	
	 億円。

■	 営業外損益については、為替相場が2019年 3月末 111円台から 9月末 107円台まで	
	 円高に進んだことによる為替差損益の悪化により、マイナス6.4 億円。
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セグメント別 売上高・経常利益 - ②（前期比）

■	 売上高

	 ●		内装品セグメントは、4.6 億円減少。
	 	 主な要因は、品質事案への対応に伴い一時的に製品の出荷に遅延が発生したことによるもの。
	 ●		シートセグメントは、2.7 億円増加。
	 	 主な要因は、ビジネスクラス・シート「Venture」の出荷が進んだことによるもの。
	 ●		機器製造セグメントは、前年同四半期並み。
	 ●		整備セグメントは、エアライン向けの機体整備及び装備品整備が堅調に推移したことにより、	
	 	 3.8 億円増加。

■	 経常利益

	 ●		内装品セグメントは、21.2 億円減少。	
	 	 主な要因は、品質事案への対応に伴い発生した製品の出荷遅延により売上高が減少した影響や、	
	 	 品質事案への対応による追加費用などに加え、為替差損の発生などによるもの。
	 ●		シートセグメントは、品質事案の対応として一時的に株式会社宮崎ジャムコにおける生産を	
	 	 停止し、生産拠点の振替を行ったことに伴う追加費用や、為替差損の発生などにより、0.5 億	
	 	 円悪化。
	 ●		機器製造セグメントは、収益性の良い一部プログラムの出荷が繰り延べられたことや為替差損	
	 	 の発生などにより、0.6 億円悪化。
	 ●		整備セグメントは、売上高の増加や採算性向上の取組みにより2.3 億円増加。
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グループ連結 B/S
■	 流動資産は、現金及び預金の減少があったが、内装品の棚卸資産が出荷遅延に伴い増加	
	 したことなどにより58億円増加。

■	 流動負債は、棚卸資産の増加などにより主に借入金が増加し、63億円増加。

■	 純資産は、6億円減少。

■	 この結果、自己資本比率は29.3％から 27.1％へと 2.2 ポイント低下。
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グループ連結　試験研究費／設備投資額／減価償却費

■	 試験研究費は、上期約 2億円の計上に留まり、進捗はスローであるが、元々下期偏重の	
	 計画。内容は、スタンダード・シートの他機種への展開や内装品軽量化のための新材料	
	 の開発など。

■	 設備投資額については、上期 10億円で、主な内訳は、IT 関連と製造のための金型を含	
	 めた機械工具備品関連。
	 下期については、主に、設計業務の効率化、システム改修等への IT 投資や内装品におけ	
	 る 777X・A350関連の金型や、シートモックアップなどを予定。

■	 減価償却費は、上期13億円、下期13億円で推移する予定。
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通期見通し

■	 11月 8日に公表した「通期業績予想及び配当予想の修正について」のとおり、通期業績	
	 予想を下方修正。

■	 売上高は、航空機内装品等製造関連・航空機シート等製造関連における品質事案への	
	 対応により、上期において一部製品の出荷に遅延が発生したが、下期から出荷が進み、	
	 回復することを予想。注文の取り消し、リコール事案は発生していない。

■	 利益は、上期までに発生した品質事案への対応に伴う追加費用の影響や、一部プログラ	
	 ムのコスト増加による工事損失引当金の追加などから減益が見込まれる。

■	 通期業績予想の前提となる下期以降の為替レートは105円／米ドルから変更なし。

■	 今期末の配当予想は、業績予想の修正の他、配当性向などを総合的に勘案し 25円から	
	 20 円に変更。
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中期課題の進捗ｰ①

航空機内装品・航空機シートにて発生した品質事案は、出荷済み製品について、安全
性に問題がないことが確認できている。現在は、第三者による特別調査員会の提言も
踏まえ、以下の再発防止策を推進している。

■	 安全意識の再徹底及びコンプライアンス意識の向上を目的とした再教育を実施。
	 今後も定期的な教育を行っていく。

■	 安全に影響を及ぼす事案の的確な把握と必要な処置を講じるために管理体制を見直し、	
	 安全推進部を新設し、職場アドバイザ―を配置することで現場の声を吸い上げる。
	 風通しを良くするために役員と従業員の「ダイレクト・トーク」、職場における「グループ・	
	 ミーティング」、「意見箱」を導入。

■	 業務実施体制の抜本的な見直しとして、資源管理体制の見直し、教育管理体制の強化、	
	 品質内部監査の強化、品質管理体制の強化等をすすめていく。
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中期課題の進捗ｰ②　航空機内装品
航空機内装品事業
■	 主要顧客であるボーイングへのラバトリー供給は、1979年の 767型機に始まり、今年	
	 で初納入から 40年目を迎える。さらに魅力ある製品を開発すべく、次期ラバトリーの	
	 コンセプトモデルの製作をすすめている。来年開催予定のエアクラフト・インテリア・	
	 エキスポ 2020にて発表する準備を行っている。
■	 設計開発プロセスを改善するため、３Dモデルをベースとした設計開発・製造のプロセ	
	 ス構築を開始。
■	 QCDのさらなる向上のために、品質管理の強化を進めると共に、生産量増加に応じた	
	 新たな委託先の開拓等、サプライチェーンの増強と最適化をすすめる。
■	 グループ会社への内製化を推進し、グループサプライチェーンの連携強化をすすめると	
	 ともに、委託先のキャパシティ管理を強化し、生産効率の向上を図っていく。

中期課題の進捗ｰ②　航空機シート
航空機シート事業
■	 本年、KLMオランダ航空のボーイング787型機向けスタンダード・シート「Venture」	
	 を初出荷。更に、エア・ヨーロッパ社をはじめ数社からも受注している。
■	「Venture」は、標準プラットフォームの活用とモジュラーデザインの導入により、	
	 多くのエアラインに向けた販売を目指している今後の主力製品。
■	 Venture のプラットフォームをベースにした、次期スタンダードシートの開発を進めて	
	 いく。
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中期課題の進捗ｰ③　航空機器製造
航空機器製造事業
■	 機体構造部品への熱可塑CFRP（Carbon	Fiber	Reinforced	Plastics）活用に向けた	
	 研究開発を進めている。
■	 次期基幹ロケット用エンジン部品の初回品の納入が完了。引き続き、試験用エンジン部	
	 品を製造し、2021年からの量産に向けて準備を行っている。
■	 収益性の向上については、良品質と生産性の改善を引き続き推進している。
■	 これまで培ってきた機械加工技術を活かし、当社内装品用部品の内製化を実現し、シナ	
	 ジー効果を発揮している。

中期課題の進捗ｰ③　航空機整備
航空機整備事業
■	 航空機整備は、空の安全を守ることを第一に、引き続き高品質のサービスの提供に注力	
	 していく。
■	 本年 7月には、訓練機保守業務において、安全業務に寄与したことで独立行政法人航空	
	 大学校より表彰された。
■	 エアライン向けライン整備ビジネスの強化の一環として、4月より伊丹空港に支所を開設	
	 し、ANA様よりボンバルディアQ400型機の運航整備を受託した。
■	 航空機のコックピットやキャビンに搭載される非常用高圧ガスボトルの整備事業に加え、	
	 本年から緊急脱出スライド用窒素ボトルの整備も開始する等、付加価値の高い事業の	
	 拡大を進めている。




